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報 告

• 地区の概要（現状・課題）

• 地域活性化の取組

（昭和60年代～H19）
• 新たな公

 
平成20年度の取組

• 新たな公
 

平成21年度の取組

• 平成22年度の取組



静岡県藤枝市瀬戸谷地区

• 中山間地域
 

市の最北部
 市域の約３0％（合併）

• 市の２％の人口

• 殆どをしめる山林
• 瀬戸川沿いの水田と山間

 の茶畑の農林業が中心

• 交通の利便性を活かして
 地域活性化の取組が盛ん
 （都市住民との交流）

藤枝市本郷

JR藤枝駅

静岡市

大井川

JR東海道線



静岡県藤枝市瀬戸谷地区



瀬戸谷地域の活性化
昭和６０年代から

 
都市と農村の交流

 
をテーマに

• 農地基盤整備事業
 

藤の瀬会館
 

完成

• 活性化施設の整備（農産物加工、グラススキー場、
 キャンプ場、陶芸センター・・・）

• 温泉施設建設
 

公設民営

• 瀬戸谷生き生きフォーラム

発足
 

平成３年
 

現在19年目

瀬戸谷地区全戸（８００戸）会員

○様々な組織と連携して地域活性化を図る

○地域や行政に向けて提言や活動を行う



生き生きフォーラム活動

夏まつりの開催

８月

 

夏まつり

花いっぱい

１１月

 

せとやまるかじり

３月

 

藤枝マラソン



地域の課題

• 瀬戸谷生き生きフォーラム

H17.4 活動内容の再検討開始

H18.1 地域づくりアンケート

課題抽出・調査

解決されていない
 

地域の課題

継続する少子高齢化・農業後継者・若者の働く場所がない

産業（農林業）の振興・福祉の充実・・・・・

限界集落の発生（一部の地区
 

高齢化率５０％以上）

空き家・耕作放棄地の顕在化

フォーラム
 

・・・
 

都市と農村の交流
 

イベント組織に
 

×



瀬戸谷の人口推移
藤枝市・瀬戸谷の人口推移
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平成20年3月31日

2,784人

地域のがんばり

 で少し緩やかに

急速な
人口減少

少子化
高齢化
若者減少



瀬戸谷  人口分布人口比率　他地区との比較
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瀬戸谷

稲葉

葉梨

市内周辺地

 区と比較して

 お年寄りが元

 気

30～ 40歳の

 若者が極端

 に少ない30～40歳と比

 例して子ども

 が少ない

平成１９年３月統計より



せとや未来づくり会議  第１～４回

• H18.4～19.3 未来づくり会議
 

４回
 

延べ１２
 ０名参加

 
中学生４名も参加

瀬戸谷
活性化
１００ヶ条

テーマ

未来像

アイデア
意見
提案

進め方
優先順位
提案

とりまとめ



せとや未来づくり会議

地域の課題

少子化
高齢化
産業振興
若者定住

多様

瀬戸川・里山・祭り・伝統
観光資源・お茶・しいたけ
いちご・桜堤・菜の花・・

取組

地域の

活性化

「瀬戸谷のむらづくりは自分たちの手で」
 「自らが考えて自らが行動する」

 
を基本

未来づくり提言書（活性化道しるべ）

人財・各種団体
活性化施設

行政・企業・NPO

地域が主体



せとや未来づくり会議

• せとや未来づくり道しるべ
 

作成

• 自治会各種団体への説明、協力依頼、実践
 活動

平成１９年度～

瀬戸谷の未来像

平成２０年度～
• せとや未来づくり道しるべ

 
実践活動

• 国交省
 

新たな公
 

モデル事業

地域の宝物を再認識
 

地域に誇り・愛着・熟
 成（磨き上げ）

 
郷土愛を育む



瀬戸谷自治会・町内会・

 住 民
参加・協力
ふるさと再発見・結びつき・

 
誇り

アドバイザー
指導・アドバ

 イス

行政
農山村地域振興セ

 ンター
藤枝市役所農林・

 商工課

瀬戸谷地域施設連絡

 会
活性化施設再生
地域ブランドづくり

企業
瀬戸谷温泉運営

 協議会
バス対策検討、地

 域ブランドづくり

NPO法人

 
連携

調査、プログラム開

 発、人材育成

教育機関
瀬戸谷小中学校
大学（日大・富士常

 葉大）
調査・企画・実践

各種団体ほか
農協、森林組合、茶

 業
意見交換、取組協

 力

市内連携

 
サポー

 ター

 
市外連携島田

 市伊久美、笹間地区

 との連携

事業
 

実施体制

瀬戸谷生き生きフォーラム
事業主体

せとや未来づくり会議
H17～H20
瀬戸谷活性化協議会
H21～

「新たな公」モデル事業
H20～



路線バス対策
システム検討

定住促進
空き家空き地活用

地域ブランド
活性化施設

地域資源再発見
自然・農体験

地域資源
の磨き上げ

自然・農体験

空き家土地活用
文化芸術プログラム

平成20年度の取組



地域ブランドづくり

• アドバイザー（外部）

• 現況調査、講演会、
 開発会議、意見交流

• 地域特産のシイタケ
 入りコロッケ

• お茶のブランド化

新しいお茶のイメー
 ジづくり



地域ブランドづくり  活性化施設課題・活動調査



地域ブランドづくり
 

施設協働の取り組み・せとやコロッケ
• せとやっこ・大久保グラススキー場・瀬戸谷温泉、陶

 芸センター・生き生きフォーラム

藤枝特産のしいたけ入り

• ３つの味が
 楽しめます

B級グルメ

 
ならぬ

 
C級グルメ

 
コミュニティグルメ



現地視察・企画会議

大久保

 
大茶樹（寿）

 
静岡県下で最古

樹齢３００年

 
在来種



地域ブランドづくり

• 瀬戸谷のお茶
 

七つの茶工場
 

独自

• お茶ブレンド
 
飲まかっしん

信頼・歴史・品質・こだわりに向けて各施設統一した戦略で



定住者増加促進

空き家・空き地情報調査

平成２０年９月から

峠地区

 
空き家

舟ヶ久保地区

 
空き地

滝沢地区

 
空き家



地域資源の再発見

• 中学生による地域の宝探し

• 自然体験・リーダー養成（学生）

• 食農体験（味噌・こんにゃくづくり）



路線バス対策

• 路線バス撤退に伴う自主運行バス
 

検討

• ワークショップの開催

• 行政・企業・地域の協働の取組



路線バス対策
システム検討

定住促進
空き家空き地活用

地域ブランド
活性化施設

平成2１年度の取組

自主運行
バス

利用促進活動

せとや
ブランド

発信と人材育成

まちむら
交流

情報共有・交流



まち～むら交流

• 情報共有・まちむら交流の促進

• 瀬戸谷
 

←→
 

瀬戸谷
 

住民

• 瀬戸谷
 

←→
 

来訪者、都会、サポーター

• 元気をつなぐ手書き掲示板

• まちむら交流センターの開設

藤の瀬会館
 

エントランスホール、ブース

• フォーラムたよりの発行
 

月１回
 

発行850部



せとやブランドづくり

• お茶をテーマに

• 瀬戸谷のお茶畑のＰＲ
 

愛が育まれる場

• キャベチュー（嬬恋）、ジャガチュー(雲仙）

ゼンチュー連
 

連携した活動



せとやブランドづくり実践講座
• 学び・交流・連携

• 地域内外・市外の団体行政



自主運行バス

• 利用促進活動

地域への広報

利用者アンケートの実施

ラッピングバザー

ガイドマップの作成



路線バス対策
システム検討

定住促進
空き家空き地活用

地域ブランド
活性化施設

平成２２年度の取組

自主運行バス
利用促進活動

せとやブランド
発信と人材育成

まちむら交流
情報共有・交流

利用促進
活動継続

せとやブランド
情報発信
活動継続

活動組織
強化継続
の検討

中山間地域
活性化基本計画

づくり参画



組織検討（継続・強化）会議

• 瀬戸谷地区全世帯会員
 自治会・活性化施設・地域外との連携強化

• 専門委員会の設置



せとやブランドづくり  
ミカンの皮とばし競技

• 昔の子供たちの遊び

• 農産物を生かした（PR）取り組み

• 駅前で情報発信



中学生のイベント参画

• 地域資源の再発見
 農業体験→加工、販売

• 地域での居場所づくり
 スタッフ参画



地区の団体が静岡県知事賞受賞

• 農地水環境保全活動

• 一社一村活動



元気なまち藤枝づくり大賞受賞

• ユニークなアイデアで、地域と藤枝市をPRし、
 地域おこしに貢献している。B級グルメの仕掛け

 人として、県内に知れ渡る優れた取り組みをし
 ている

 
せとやコロッケの会



今後の取組

• 課題

定住促進
 

→
 

農地法、都市計画法、地域
 の熱意協力、中山間地基本計画

バス対策
 

→
 

利用促進、利便性

活動の継続
 

→
 

組織の法人化

• 展望

郷土愛の熟成、活動の広がり

活性化施設
 

→
 

若者の就労

中山間地域の活性化計画策定
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